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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第57期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第56期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 15,770 21,802 76,063

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△172 2,031 4,998

四半期（当期）純利益又は四半期純損失（△）（百万円） △111 1,049 2,566

純資産額（百万円） 38,222 39,177 41,546

総資産額（百万円） 99,584 98,338 100,349

１株当たり純資産額（円） 660.55 707.16 720.92

１株当たり四半期（当期）純利益金額又は１株当たり四半

期純損失金額（△）（円）
△2.29 21.61 52.86

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
－ － －

自己資本比率（％） 32.2 34.9 34.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,241 1,953 10,679

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
2,303 △4,311 △1,598

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△174 △1,065 △6,865

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） 15,774 10,501 14,018

従業員数（人） 4,130 4,339 4,244

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　３．第56期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１

株当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　４．第56期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

　　　５．第57期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

EDINET提出書類

イーグル工業株式会社(E01414)

四半期報告書

 2/23



２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社の異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 4,339(757)

（注）従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者

を含む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、季節工は含み、人材会社からの派遣社員は除く。）は(　)

内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年６月30日現在

従業員数（人） 735 (180)

（注）１．従業員数には嘱託及び臨時従業員数は含まれておりません。

２．従業員数は就業人員（当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用

者数（パートタイマー、季節工は含み、人材会社からの派遣社員は除く。）は(　)内に当第１四半期会計期間

の平均人員を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

　当第１四半期連結会計期間における生産、受注及び販売の状況を各セグメントごとに示すと、次のとおりでありま

す。

(1)生産実績

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日）

前年同期増減率（％）

自動車・建設機械業界向け事業（百万円） 12,488 －

一般産業機械業界向け事業（百万円） 6,125 －

航空宇宙業界向け事業（百万円）　 822 －

舶用業界向け事業（百万円） 2,423 －

合計（百万円） 21,860 －

（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。

(2)受注実績

セグメントの名称 受注高
前年同期増減率
（％）

受注残高
前年同期増減率
（％）

自動車・建設機械業界向け事業（百万円） 15,242 － 4,929 －

一般産業機械業界向け事業（百万円） 7,201 － 3,469 －

航空宇宙業界向け事業（百万円） 1,092 － 2,578 －

舶用業界向け事業（百万円） 2,176 － 5,284 －

合計（百万円） 25,713 － 16,260 －

（注）　上記の金額には消費税等は含まれておりません。

(3)販売実績

セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日）

前年同期増減率（％）

自動車・建設機械業界向け事業（百万円） 9,176 －

一般産業機械業界向け事業（百万円） 9,322 －

航空宇宙業界向け事業（百万円） 879 －

舶用業界向け事業（百万円） 2,423 －

合計（百万円） 21,802 －

（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．前第１四半期連結会計期間及び当第１四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績は次のとおりでありま

す。

相手先
前第１四半期連結会計期間
（自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日）

当第１四半期連結会計期間
（自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日）

NOK株式会社
金額（百万円） 割合（％） 金額（百万円） 割合（％）

3,877 24.6 5,230 24.0

３．上記の金額には消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）における我が国経済は、アジア向け

輸出の増加や国内の景気刺激策の効果により、緩やかな回復基調で推移してきましたが、欧州における金融不安に

よる株安や為替の影響等の不安定材料もあり依然として予断を許さない経営環境が続いております。このような経

済情勢のなか当社グループは、市場拡大が見込まれる新興国での生産拡充と販売を推進するとともに、前期より取

り組んでおります体質改革２ヵ年計画に基づき事業体制の見直しやコスト削減活動による損益分岐点の引き下げ

等をおこない企業収益の回復・向上に邁進してまいりました。 

　その結果、当第１四半期連結会計期間の連結売上高は218億２百万円（前年同期比38.2％増）、連結営業利益は23

億69百万円、連結経常利益は20億31百万円、連結四半期純利益は10億49百万円となりました。

  報告セグメント別の事業状況は次のとおりであります。

（自動車・建設機械業界向け事業）

  自動車及び建設機械業界向け製品は新興国での需要が堅調に推移いたしました。

　その結果、売上高は91億76百万円となりました。　

（一般産業機械業界向け事業）　

　新興国市場での需要回復により底打ち感が見られ、生産にも緩やかな拡大が見られました。

　その結果、売上高は93億22百万円となりました。　

（航空宇宙業界向け事業）

  航空機業界の業績低迷により航空機エンジン用シールが減少いたしました。

　その結果、売上高は８億79百万円となりました。　

（舶用業界向け事業）　

　世界経済の減速を背景に建造隻数が減少いたしました。

　その結果、売上高は24億23百万円となりました。

　

（2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、105億１百万円となり、

前連結会計年度末対比35億17百万円減少いたしました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は19億53百万円（前年同期比57.4％増）となりました。これは主に税金等調整前

四半期純利益20億23百万円及び減価償却費11億7百万円を計上した一方、売掛債権の増加により11億48百万円減少

したこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は43億11百万円（前年同期は23億３百万円の獲得）となりました。これは主に子

会社株式の取得による35億３百万円の減少に加え、設備投資による減少６億69百万円等によるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は10億65百万円（前年同期比509.4％増）となりました。これは主に長短借入金の

純減８億56百万円等によるものであります。　

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は１億99百万円であります。なお、当第

１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。　

(2）設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりであります。　

会社名事

業所名
所在地 セグメントの名称 設備の内容

投資予定金額
資金調達方

法

着手及び完了予定年月
完成後の

増加能力
総額

(百万円)

既支払額(百

万円)
着手 完了

当社

岡山事業場　

　

岡山県

高梁市　

　　　　

　

自動車・建設機

械業界向け事業　

　　

　

厚生施設 897 －

増資資金・

自己資金及

び借入金　

平成22.7 平成24.3 －

生産施設　 735 －

増資資金・

自己資金及

び借入金　

平成22.7 平成23.12 －

コントロール

バルブ等生産

設備　

432 －

増資資金・

自己資金及

び借入金　

平成22.6 平成23.3 －

　（注）１．上記金額には消費税等は含まれておりません。

２．完成後の増加能力は投資目的が多岐に亘り判定が困難であるため、記載を省略しております。

３．経常的な設備更新のための売除却を除き、新たに確定した重要な設備の売除却の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 100,000,000

計 100,000,000

 

 ②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成22年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年８月６日）

上場金融商品取
引所名又は登録
認可金融商品取
引業協会名

内容

普通株式 49,757,821 49,757,821
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら

制限のない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 49,757,821 49,757,821 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成22年４月１日～

平成22年６月30日　
　－ 49,757,821　－ 10,490 －　 11,337

（６）【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、第一生命保険株式会社から平成22年４月15日付の大量保有報告書の写しの

送付があり、平成22年４月23日現在で2,760千株を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載

内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

なお、第一生命保険株式会社の大量保有報告書の写しの内容は以下のとおりであります。 

氏名または名称 住所
保有株券等の数

（株）　

株券等保有割合

（％）　

第一生命保険株式会社　 東京都千代田区有楽町１－13－１ 2,760,000 5.55
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載できないことから、直前の基準日（平成22年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成22年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

1,203,000
－ 　　　　 －

完全議決権株式（その他）
普通株式

48,188,000
48,188 －

単元未満株式
普通株式

366,821
－ －

発行済株式総数 49,757,821 － －

総株主の議決権 － 48,188 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が、１千株含まれております。

　　　　また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成22年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

イーグル工業株式会社
東京都港区芝大門
１－12－15

1,203,000    1,203,000 2.42

計 － 1,203,000    1,203,000 2.42

（注）当第１四半期会計期間末の自己株式は1,204,364株となっております。

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 721 719 700

最低（円） 650 547 605

（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結

会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年６月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結会計期間（平成21年４月１日から平

成21年６月30日まで）及び前第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）及び当第１四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人日本

橋事務所による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,735 15,160

受取手形及び売掛金 22,351 21,532

商品及び製品 2,418 2,524

仕掛品 4,950 5,022

原材料及び貯蔵品 2,816 2,679

その他 3,215 3,315

貸倒引当金 △68 △81

流動資産合計 47,418 50,153

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 10,878

※1
 10,705

機械装置及び運搬具（純額） ※1
 11,467

※1
 11,793

その他（純額） ※1
 5,740

※1
 5,609

有形固定資産合計 28,085 28,109

無形固定資産

のれん 6,517 4,959

その他 230 220

無形固定資産合計 6,748 5,180

投資その他の資産

投資有価証券 9,913 10,641

その他 6,293 6,385

貸倒引当金 △121 △120

投資その他の資産合計 16,085 16,906

固定資産合計 50,919 50,195

資産合計 98,338 100,349
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,032 4,992

短期借入金 14,515 13,721

未払法人税等 844 1,133

引当金 857 1,923

その他 11,023 9,285

流動負債合計 32,273 31,056

固定負債

長期借入金 17,683 18,634

退職給付引当金 8,021 7,943

役員退職慰労引当金 77 179

その他 1,103 988

固定負債合計 26,887 27,745

負債合計 59,160 58,802

純資産の部

株主資本

資本金 10,490 10,490

資本剰余金 11,337 11,337

利益剰余金 17,717 16,859

自己株式 △495 △494

株主資本合計 39,050 38,193

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 50 92

為替換算調整勘定 △4,765 △3,282

評価・換算差額等合計 △4,715 △3,189

少数株主持分 4,842 6,542

純資産合計 39,177 41,546

負債純資産合計 98,338 100,349
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

売上高 15,770 21,802

売上原価 12,792 16,194

売上総利益 2,977 5,607

販売費及び一般管理費 ※1
 3,074

※1
 3,237

営業利益又は営業損失（△） △97 2,369

営業外収益

受取利息 39 32

受取配当金 7 6

持分法による投資利益 121 168

その他 192 191

営業外収益合計 360 399

営業外費用

支払利息 243 202

その他 191 534

営業外費用合計 435 737

経常利益又は経常損失（△） △172 2,031

特別利益

固定資産売却益 0 0

関係会社株式売却益 784 －

その他 60 13

特別利益合計 844 14

特別損失

固定資産売却損 3 0

固定資産除却損 5 8

その他 49 13

特別損失合計 57 22

税金等調整前四半期純利益 614 2,023

法人税等 692 735

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,287

少数株主利益 33 238

四半期純利益又は四半期純損失（△） △111 1,049
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 614 2,023

減価償却費 1,128 1,107

のれん償却額 116 143

受取利息及び受取配当金 △46 △39

支払利息 243 202

持分法による投資損益（△は益） △121 △168

有形固定資産除売却損益（△は益） 8 8

関係会社株式売却損益（△は益） △784 －

売上債権の増減額（△は増加） 468 △1,148

たな卸資産の増減額（△は増加） 78 114

仕入債務の増減額（△は減少） 849 831

割引手形の増減額（△は減少） △400 21

その他 81 △32

小計 2,237 3,064

利息及び配当金の受取額 38 60

利息の支払額 △224 △211

法人税等の支払額 △810 △961

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,241 1,953

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,075 △669

有形固定資産の売却による収入 39 64

投資有価証券の取得による支出 △1 △2

投資有価証券の売却による収入 1 －

子会社株式の取得による支出 △10 △3,503

子会社株式の売却による収入 3,311 －

その他 38 △200

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,303 △4,311

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,505 1,005

長期借入金の返済による支出 △1,299 △1,861

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △145 △145

少数株主への配当金の支払額 △172 －

その他 △61 △62

財務活動によるキャッシュ・フロー △174 △1,065

現金及び現金同等物に係る換算差額 125 △101

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,495 △3,524

現金及び現金同等物の期首残高 12,678 14,018

連結子会社の会計期間変更に伴う現金及び現金同等
物の期首残高増減額（△は減少）

△399 7

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 15,774

※1
 10,501
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 （1）連結範囲の変更

当第１四半期連結会計期間より、広島イーグル㈱は、重要性が増したた

め、連結の範囲に含めております。

 （2）変更後の連結子会社の数

　41社

２．会計処理基準に関する事項の変更 　資産除却債務に関する会計基準の適用

  当第１四半期連結会計期間より、「資産除却債務に関する会計基準」

（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除却債務に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。

  この基準の変更が損益に与える影響は軽微であります。　

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１．たな卸資産の評価方法 四半期連結会計期間末における棚卸高算出に関して、一部で実地棚卸を省

略し前連結会計年度に係る実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算

出しております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 当社及び定率法を採用している一部の連結子会社は、連結会計年度に係る

減価償却費の額を期間按分して算定しております。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

税金費用の計算 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は38,945百万円であ

ります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は38,420百万円であ

ります。

　２．受取手形割引高 74百万円

受取手形裏書譲渡高 2,149百万円

　２．受取手形割引高 52百万円

受取手形裏書譲渡高 1,912百万円

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

従業員給与手当賞与 1,008百万円

賞与引当金繰入額 203 

退職給付引当金繰入額 176 

従業員給与手当賞与 941百万円

賞与引当金繰入額 295 

退職給付引当金繰入額 203 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在） （平成22年６月30日現在）

現金及び預金勘定 16,797百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預

金

△1,023百万円

現金及び現金同等物 15,774百万円

 

現金及び預金勘定 11,735百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預

金

△1,233百万円

現金及び現金同等物 10,501百万円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平

成22年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　　　　　　　　49,757千株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　 1,204千株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 145 3 平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）　

　当社及び連結子会社は、主にメカニカルシール、バルブ、ベローズ等密封装置関連製品を製造・販売する単一

の事業分野において営業活動を行っておりますので、事業の種類別セグメント情報は作成しておりません。

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30日）

 

日本
（百万円）

アジア・
オセアニア
（百万円）

その他の地域
（百万円）

計
 （百万円）

消去又は全社
 （百万円）

連結
 （百万円）

売上高       

外部顧客に対する売上

高 11,279 3,539 951 15,770 － 15,770

セグメント間の内部売

上高又は振替高 1,375 193 81 1,650 △1,650 －

計 12,654 3,732 1,033 17,420△1,650 15,770

営業利益又は営業損失

（△）
△466 354 △11 △123 25 △97

（注）１．国又は地域は地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主要な地域の内訳は次のとおりであります。

(1）アジア・オセアニア…中国、台湾、韓国、シンガポール、タイ、マレーシア、インドネシア、インド、オース

トラリア、ニュージーランド

(2）その他の地域…米国、英国

３．会計処理の方法の変更

前第１四半期連結累計期間

該当事項はありません。

４．追加情報　

前第１四半期連結累計期間

該当事項はありません。

【海外売上高】

   
アジア・
オセアニア

北米 その他 合計

前第１四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年６月30日）

Ⅰ 海外売上高(百万円) 4,439 392 1,151 5,982

Ⅱ 連結売上高(百万円) － － － 15,770

Ⅲ 海外売上高の連結売

上高に占める割合

(％)

28.1 2.5 7.3 37.9

（注）１．国又は地域は地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する主要な地域の内訳は次のとおりであります。

(1）アジア・オセアニア…中国、台湾、韓国、シンガポール、タイ、マレーシア、インドネシア、インド、オースト

ラリア、ニュージーランド

(2）北米…米国、カナダ

(3）その他…ヨーロッパ及びその他の地域

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

EDINET提出書類

イーグル工業株式会社(E01414)

四半期報告書

17/23



【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

  当連結グループの報告セグメントは、当連結グループの構成単位で分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも

のであります。

　　　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 当第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日） 

（単位：百万円）　

　

　自動車・建

設機械業界

向け事業

一般産業

機械業界

向け事業

航空宇宙業

界向け事業

舶用業界向

け事業
合計 調整額　

四半期連

結損益計算

書計上額

　売上高

　　 外部顧客への売上高
　
　 セグメント間の内部売上高

　 又は振替高　

　　

9,176 　
　

169 　

　　

　　

9,322 　
　

288 　

　

　　

879 　
　 

0　　　　　　　　

　　

　

　

2,423　
　
3　

　

　　

　21,802　
　

461　

　

　　

0　
　

△461　

　

　　

21,802　
　
0　

　

　計 9,345 　9,610 　　879　　　 　2,426　22,263　△461 　21,802

　セグメント利益又は損失

（△）
　1,251 　657 　△44 　633 　2,497　△128 　2,369

　（注）１．セグメント利益の調整額△128百万円は、セグメント間取引消去19百万円及びのれん償却△147

百万円であります。

　　  　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。　

　　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

　

（のれんの金額の重要な変動）

「舶用業界向け事業」セグメントにおいてＫＥＭＥＬ㈱を100％子会社化いたしました。なお、当該事象

によるのれんの増加額は、当第１四半期連結累計期間においては16億10百万円であります。

　

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

　

（追加情報）　

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

　平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

（有価証券関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

その他有価証券で時価のあるものは前連結会計年度の末日に比して著しい変動はありません。

　

（デリバティブ取引関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月30日）

デリバティブ取引の契約額等は前連結会計年度の末日に比して著しい変動はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第１四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額
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当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 707.16円 １株当たり純資産額 720.92円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） 2.29円 １株当たり四半期純利益金額 21.61円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が

存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（百万円） △111 1,049

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（百万円）
△111 1,049

期中平均株式数（千株） 48,558 48,553
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（重要な後発事象）

第１四半期連結会計期間（自平成22年４月１日　至平成22年６月30日）

　当社は平成22年７月30日の取締役会において、第三者割当による自己株式処分を決議いたしました。自己株式の

処分に関する取締役会の決議の内容は、以下のとおりであります。　

  １．処分期日 　　　　平成22年８月20日（予定）

  ２．処分株式数  　　　1,097,000株

  ３．処分価額         １株につき 638円

               　　（平成22年４月30日から平成22年７月29日までの終値の平均値）

  ４．処分価額の総額     699,886,000円

  ５．処分方法         第三者割当による処分

  ６．処分先           三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

               （従業員持株ＥＳＯＰ信託口）

  ７．資金使途       投融資資金（設備資金）

  第三者割当による自己株式処分は、同日付けで決議された従業員インセンティブ・プラン「従業員持株Ｅ

ＳＯＰ信託（以下、本プラン）」の導入のために行います。本プランは、中長期的な当社企業価値向上のた

め、従業員にインセンティブを付与するための制度であり、労働意欲の向上を促すとともに、福利厚生の拡充

と従業員持株会の活性化を図ること、当社株式を活用した従業員の財産形成を促進する貯蓄制度の拡充（福

利厚生制度の拡充）を図ること目的としております。

  本プランでは、当社従業員持株会へ当社株式を譲渡していく目的で設立する「三菱ＵＦＪ信託銀行株式会

社（従業員持株ＥＳＯＰ信託口）」が、今後５年間にわたり当社従業員持株会が取得する規模の株式を予め

一括して取得し、当社従業員持株会へ売却を行います。

  なお、当連結会計年度の第１四半期連結会計期間末現在の自己株式数は以下のとおりであります。

    自己株式 　1,204,364株

      うち当社所有自己株式 　　1,204,364株

      うち信託口所有当社株式数    －    株　　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月７日

イーグル工業株式会社

取締役会　御中

監査法人日本橋事務所

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小倉　明　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　雅彦　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

イーグル工業株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21

年４月１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イーグル工業株式会社及び連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年８月６日

イーグル工業株式会社

取締役会　御中

監査法人日本橋事務所

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小倉　明　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木下　雅彦　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

イーグル工業株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22

年４月１日から平成22年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年６月30日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計

算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立

場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、イーグル工業株式会社及び連結子会社の平成22年６月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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